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育者の人数をTable 1に、実践に関わった 4 年間の担当学年とインタビュー対象者（黒枠）をTable 2
に示した。
　園内研修を研究対象にすることを園長と保育者に説明し同意を得た上で、研究を行った。特に、
Table 2の黒枠で示す 3 名の研修担当保育者には、個別に研究の意図を説明し了解を得た。
2．2．調査期間







　 4 年間の 1 ）園内研修概要を記録し、コード化（ギブス, 2017）を行いながら年度ごとに整理した。
また 2 ）子ども・保育者・助言者のかかわりの内容をナラティブとして捉え、園内研修の形式と研究
者の立ち位置（内田, 2016）を分析した。






てほしい姿」の視点から 5 段階評価を行った。 4 年目は、園外保育での年長児担任の実践記録の具体
例を共有し、その後保育者らが共有した実際の記録の内容から保育の捉え方を具体的に評価した。





点）の分類項目をコード化し年度ごとに整理した（付表 1 ～ 4 参照）。その上で、「能動的に関わる研
Table 1．調査対象A園の2015～2018年度の保育者数と退職・採用人数（人）
Table 2．実践に関わった 4 年間の担当学年とインタビュー対象者（黒枠）
年度 年少 年中 年長 プリー 計 退職 採用
2015 4 4 4 8 20 5 
゜2016 4 3 4 7 18 
゜
1 
2017 4 4 3 7 18 4 1 
2018 4 3 4 8 19 1 4 
臼 t-1 t-2 t-3 t-4 t-5 t-6 
2015 年少 フリー フリー 年中 年長 年長
（経験年数） (2) (1) (1) (8) (3) (14) 
2016 年少 年中 年中 年中 年長 年長
2017 年中 年長 年少 年少 年長 年長













を探索的に分析する。そのために 2 ）解釈的分析（フリック, 2011；無藤, 2019）を行い、研究者の立




































　年長児が研修対象となり 6 回実施した。 9 月以降の話合いは年長リーダー（t-6）の忙しいという
理由で実施できなかった。二学期の保育参観では事前に話合いをして、年長児の木の印象画を廊下に
展示予定でいたが、t-6クラスのみの展示で、他の 2 クラスはリーダーに持ち帰るように言われ展示














　2015年度当初は園内研修の出席率はよくなく（Table 3, 付表 1 ）、2016年度でも遅刻が目立ってい
た（付表 2 ）。2017年度・2018年度になると研修への参加が日常的になってきている（付表 3 、 4 ）。
2015年度の印象的出来事として、園内研修開催を望む声が多かったと記されているように、助言者が
A園とかかわる前までは、A園の園内研修は保育者間においては定着していなかった。Table 3 で示










　 1 年目（2015年度）には、助言者は年少児の 4 人の担任に年間活動計画内容表を示し、 1 クラスの
実践対象について活動前の準備物や会場、活動の流れ等を説明した。 4 クラスが活動内容を共有する
ことを了解し合ったが、次の打合せから協力がしてもらえなくなり、t-1のみの打ち合わせに変わった。
夏休み中の活動においては、他の 1 クラスの参加協力があり、 2 クラスで実施した。（Figure 1）









園内i)「修 研修① h)［修② 釧修③ 餅修④ 研修⑤ 研修⑥ 研修⑦ 研修⑧ 研修⑨




実践① 実践② 実践③ 実践④ 実践⑤ 実践⑦ 実践⑧ 口（実施日） 5/21 6/18 7/6 8/24 9/15 10/27 2/9 
年 外部参加者 0名 1名 1名 0名 12名 0名 0名 0名 1名
年 保育者A ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
少 保育者B* X ◎ ◎ ◎ ◎ X ◎ ◎ ◎ 
J1日し
保育者 C(t-1) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
保育者 D ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
年 保育者 E ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
中 保育者 F ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
児 保育者 G ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
保育者 H(t-4) ◎ ◎ ◎ X ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
年 保育者l ◎ X X ◎ ◎ ◎ X ◎ ◎ 
長 保育者J(t-5) ◎ X X ◎ ◎ ◎ X ◎ ◎ 
J1日し
保育者 K ◎ X X ◎ ◎ ◎ X ◎ ◎ 
保育者 L(t-6) ◎ X X X X ◎ X ◎ ◎ 






















































































































































































































































































































過租 教員 年中児 助言者
観察と 年中合同の「にこにこタイム」の 入園式一週間後、全園児が 10時まで室 午前 ・午後の自由遊びが放りっぱなし。一
打合せ 活動を検約したい。1・2・3学期の 内遊びをしており、園底遊びの姿が見 日の園生活に教青的意味があることを教
(4月） 保育参観の内容が課題。 られない。 師に自覚させたい。直長）
実践① 子どもの作ったたまごで、もっと 初めての合同保育で落ち着きがない。 支援を妻する子への t4先生の注意の声が
(5/20) 自由に遊ばせたかった(t4)。 紺 ：「たまごや～い！」中、支援を 大きい。t4先生がピアノ濱奏中は、 1人は
紺 要する子が助言者の膝1こ噛みつく 。 園児の前に立つてリードする。 I 
実践② 大きな声を出さずに我慢した。そ にこにこタイムの定義 ：「みんなでいろ t4先生の声が静かになった。自由を優先し 1
(5/23) したら子どもの姿を観察すること んなことをやる、楽しいこと面白い たまごレースI~砂紙とゆでたまごの2 回
ができた。食事時間を意謀(t4)。 こと、仲良く遊ぶEl」を確認。 のみで時間短縮。ゆでたまごレースIUl!J
外遊び 子どもたちで力を合せながらたま リレー中 ：「ああこた吏ごにヒビが3 ひ だった。折り紙たまごを自由に投げて｀子
リトミック ご作り （ポール）をしていた。楽し よこが生圭狂三竺2.込よこが出て杢 ども・担任・助言者も夢中になって遊んだ。
ゲーム かったと言っていた。(t2/3/4) ちゃう。」 公園の下見、時間配分や環境を詞ぺる。
実 歩き方が下手だった。「感じるこ 手紙 ：「杢当のた圭ごってどうやってヱ 園外保育は指導案通りに隈開させる。ホー
(6/6) と」の引き出し方が難しかった。 きるんだろう！ね！」 ルのホワイトポードに木を描き公園の雰
子どもたちで遊びのルールを考え 0発見したこと ： 囲気を表現しておく 。質問を「感じたこと」
公園へ ていた。大きな声を出さなくても かぜ、ヒ圭二、あかいきのみ、みどり から「発見したこと」に変える。たまごは
指示が通るようになった。子ども のはっぱ、はっぱがゆれた、おめんの どうやってできるか、家の人に閏いておく
感じた が活動の意味を理解し、期待力中与 ようなはっぱ、いけ、あじさい。 約束をする。「本当のたまご」についての
ことを てるようになったからだと思う 〇暑諏だと思うこと ： 指導方法を考える。助言者のたまご・ひよ
発表 (t4)。今日の遊びを子どもと振り 鬼ごっこ、ジャンプごっこ、スーパー こ・にわとりの飼育体験を振り返る。
返ることがいい。 ヒーローごっこ。







実践④ スライドショウの「おぽえてい 杢惣た圭二覧えている。 スライドショウ ：「おぽえてる？」のタイ
(7/4) る？」に反応している。(t4) た圭ごのレース乏した。 トルで、子どもの紙芝居・折り紙と本物の
いつも食べている物なので、興味 杢惣だから、割れないように遍んだ。 たまご、たまごレース・手紙の記憶を呼び
深ヽったと思う。人間と鶏が同じ 士在でもミナ：：圭ごま登lゑと乏に 込よ 出す。レースのときの行動の変化を聞く 。
午 ： のを食べていることがどこまで こが出てき壬うでドキドキ丈る。丘わ 鶏の成長期間人が食ぺる物 （餌）、責身・
入うイト・ (Q)ゎかったかわからないが、 とりからたまごができると言ってい 白味・殻のついた卵が生まれる過程を説
シ3ウ 理したのでは。(t3)スライドシ た。雄鶏はコケコッコーと唱く 。雌鶏 明。食用卵と孵化する卵の違い、食用卵を
ョウは分かり易かった。(t2) はコッコ コ・£コと唱く 。 使い、ホットケーキを作るまでを話す。
実践⑤ 子ども1お楽しそうだった。食ぺる 、ふわ、ふわしていた。パニラの匂いがし 活動のねらい ：難しいことへの挑戦、力を
(7/5) 前に子どもに何をしてきたかを聞 た。甘くて莫味しい。混ぜていたら竺 合せる、自分たちで作ったものを味わうこ
いた。自慢げに話をしl.いた。他 タペタしたけど、重くなってきた。牛 とを担任に示す。Hクラスに入りホットケ
ホット の友違の役割を見ていて何をした 乳をいれるとき、箱が重くて怖かった。 ーキの味の感想を聞く 。本物のたまごがホ
ケーキ かを教えていた。友連の行動をし 会頃1出燒Itていゑんじゃない。たまご ットケーキに変化する捉え方に期待。話せ
作り っかり観察していた。「たまごや～ を割ったら、杢惣の言身と白畦が也て なくてもいい、話せるまで待ってあげよ
ピーズ い！」とホットケーキ作りが結び 杢丘。やっば出た圭ごま割るとま3 う。いつか、「たまごや～い！」を読んで、


















































































































































評価の集計グラフ（Figure 5）や記述文の配布により、自身の 1 年間の園内研修の捉え方の変化を見
Figure 11．フォーム 1 ：資質能力の分析
（園外保育）


























































































































　変化の兆しがあったのは 2 年目と 4 年目である。保育者がどういう保育にしていきたいのかを聞き
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数 テーマとねらい プログラム 発表相当 教員の慮想記述内容
(5/l'l/2015) I I. 園長挨抄・研修0)説叫 可会：固長 l) 自然から・・風が心地よい。朝日がき
女今nの素敵な出会 2.助百吝の目己糾介 実践：助百吝 れい。カーテンの）〖がまぶしかった~


















(5/21/2015) I 1.模擬実践のグラフ脱明 司会：園長
以実諏i)：たまこや 2, 3歳児の「たまこや～い！」実践ビ ビデオ操作







(li/18/2010) I I_実践ビデオ①の記曲のグラブ説nJI 司会固長
古実践②：風と近ぼ 2. 3歳児の I風と逍ぼう＇ーの実践ピ ビデオ操作














(7/6/2015) I I. 実践ビデオ逗の評価のグラフ諜町
合実践③ ：00遊 2. 00遊びの実践ビデオ観察と評
び 価：五飴域のねらい、「料迎と栄克素














































































































が山米る［どもの力に袋いたC （少） の配世、ピテオ ・年中リーダーが不参
・普段の保育から現場の先生同十の信頓撮影場所眸認も ヵn,
閉係が重要だと成しだ。（少） 感想記述. I.実践までの打合わせ
・辺びを少なくして、子ども 1人1人令晶 実践④のビデ をクラス担任と他の
の近びができるたけ長い吋間がてきる オ記録、実践評 担任で2回行うし







「静かなもの」になっていたc 口分の保 品入する（乳幼 ・短人非常勁クしの学生
育を見直すと、部岸の真ん中で勅きのあ 児にできない が手伝いに米る<
(9/15/2015) I 1, 実践ビデオ①へ④い間恨告の内容，：
食実践⑤：昔楽とj)!tI • 4回分のデータのまとめ
動あそび ①教貝・学生の比齢























































































•最初に加いてし、たヒアノ 2 曲に静かに 栄喪素のたと
耳を傾ける姿が 3歳児だと息えないく えのグラフ化、
らい上手に聴げていて慇心しに（長）

























































































































あとをぐ）けろ様［が見られたQ バ足ずつ と栄菩系のた ◎丈践⑦ピクニックの
































回 （固内研修I) 固内研修の内容 以J戸者の行為
数 テーマとねらい プログラム 発表担四 教員の感想記述内容 銅察・記録 印象的出来事・疑間点
(6/16/20l(j) 1 第1回園内研修までの過程説 司会叫面長 【年中】咋年度：こ比べ、内谷がよくなって ・面長オ」合せメモ 4月 4日(|莉長会淡）、
古lcj-中合同保育① 叫 進行，字年担 きたで保育の特徴を捉え、主た＋どもた 自由茜びの時間 1月13日佐察① (|剃全休）
I ⑫Q)の内容招介 2 第 l同打合(4月27日）如合わ 任 ちは何を求め、保脊者として何を提供 担任が放りつばな 1月26日観察② （午l「)
古みんな仲良く一 せ、園長の意h」を伝える'- し、保育を展開していくか考えるきっか しが気になる。 4月27n観茫③ (4月捉牛
緒に遊ぼう 1 3 4月の枇瓜巾立3小学校のスタ けとなった」圃像を探り返ることて、了 (4/4) 会）
合同保育①(5/20) カリ公I附授文の観察投告c どもの成長や自分の変化にも気づけた。 ・実践観察オ1合せ ・学年全休の話合いがスム
哀リズムとゲーム 4 担行の要望合同保育と保育参 【年少】活動か網続的に行われている介同 メモ①(1/27)、打 ースに進むc，
で虹ぼう！ 観の活動内容を検討したい。 保存e 午中になった子どもたちが茫図を 合せメモ②(5/9)、 • 5月 9日什間スケジュー
合同保育②(S/21) 5 合同保育①虚G)の成果報告 持って自発的に遊びに取組んている姿 打合せメモ③ ルの確認も保育活勁の流
玄公同で佃して洗 6 合lnJ保育から督んだこと が見られたぐ (S/18)、打介せメ れを検詞
ぶ？ 7 ディスカッション 【年長】 n頃の保吉の中身をお互いに話し モ④(7/22)0 ・5月 16nセンター氾動噂
合同保台③(6/6) 8 感想nei± たり、省みたりしたことを真学に受け止 ・教口と rどもの 入を検討J ド上研修u程
め、同じ芯を特って保育に柑ぶんでいく人 旧わり指摘、指五 を決める。 (7/22)
切さを感じましたっ 等の助言ぐ
(8/25/2016) 1 |索上挨拶 司会副I莉長 【年中］＋どもたちが臼ら進んで日々の保 ＋ども・教員・助言 ・年中担任以外は時間通り
責合同保育④⑤(/) 2 キ；；ズラントの実践殴告 進釘，学年担 育に逹元していけるよう、保音省は自ら 者の「語り」の記 に集合しない~
2 内容紹介 3 講洞 I HiJ期の（栄育実践から学 任 も戻位の一祁ということを頭にいれ、環 緑品録を基にし ・克休み,1,でもあり、小学
食年中さんへのプ んだこと」（佐i如与代） 埋竹り、子どもと共に学びを深めていき ての捩返り、反省、 校校長と教員、知大教授
レゼン 1)合同保肯①から⑤の説明。 たし＼ （リークー） 次匝尖践への反映 等が参カIt
合同保育① (7/4) 2)年中へのプレゼン 【年少］色んな直線からの感包を聞くこと 造用を証合う
3) ピデオホソトケーキ作り で、自分の保育が今後の子ともたちにど
古ホットケーキ作 4 参加名の惑想 のよ に影溢していくのか、改めて考え 午,1,へのプレゼン


















(2/ 19/2017) 1 はじめに 司会副園長 【年中】口分たちの行ってきた内容が、幼 プレゼン1吋容の記 ・キッズランド企幽が担任
I’ どもと教員の 2 年中糾とのかかわり 進行，学年担 児教育の江礎となる部分につなかって 録いキッズランド 主点となり、遊び内容の
3 かかわりから保 3 年中の担任の報宍 任 いて安心した~就学までにこんな））を身 参加スタンプのデ 工夫や会場竿価などが苗
育の応味を苺え 1)たまごや～い！ に碧けて欲しいという厠いを特ち、保育 ー ク 処 迎 保 護 者 栢的に行われたQ
る。 2) キッズランド に繋げていきたい。千在先1+の語の巾 アンケート直問作
女保育の活動内容 3)センター活動 で、 子どものための保育」何かに追わ 成と、データ処庄 ・キソズラントの応用がク
の工夫を考え 4 話合い（メモ） れるならもう一度考えるということが ラス活動にも反映させて
な 5 これからの幼児教台 心に岱き初心に1号れました， （リーダー） 園内研修の記録J ,、i：じ
合年中の活動につ 6,蒋阪本目の固1村研修について ［年少】 3淑だからど人人が決めつけるの 厄且文の挫埋
いて内・門家の意 謂師 ［先I+ ではなく、もっと（どもを信じて、 (・ど ・文字遊び用のラミネート
見を剃く。 7 成想固長 も同上で触れることで、子どもIn」上での 加 I をリ-—ダ-ークラス分









(3/6/2017) 1 はじめに 司会副園長 1 実践ビテオの感想 リーダークラスの ・介同保育ば：3日と 1到長か
人センタ―—活動に 2 センター—活動ビデオ観咎 辿行，学年担 センタ—-i舌動のそれぞれの茜びは、順番 センタ―—活動のピ 指定したが、学午担行の
4 つし、て考える。 3 ヒデオ観崇0)感想記述 仔 に同っていけるので、告段、自分で触ら デオ撮長ら 協働により、 10同も実施
玄 J学 な保台と指 4 グループ4つの話合し‘ ず、知らなかった面白さに気がつけると できた。
井とは何かを考 5 講演 「まなびのプロセスを堕 忍ったC 固内研修の記録。
える。 視した十ども皿侑と桁直計鳳 担任か十どもの艮い言葉も、やりたくな 慮想文の整痙 •最後の合同保育前に仕巾
L先生 い悪い言葉も拾い、その言葉に対する戸 仝はの品念作品を1Tら
6 感想記述 柑けか l牢で素改だと，ビった。 せ、助言者にプレゼント











「Bi寸ド］力,t：しヽ としヽ う思し、から"t炉 “と
う形になってしまっていると反省した
回 国内研修日） 同内研修の1付谷 助言者の行為
数 テーマどねらい プログラム 梵表担当 教員の！盛杞記述内容 観察・記録 卸象的出来串・疑問点
(3/24/2017) 1 はじめに（副国長） 司会副国長 学年の目i菜設定 年問目襟、学年 年度上に仝貝か談話室に
含新年度の学年の 2 これかも0)国内研修（助言者） 発表・助孟者 く2歳児＞責視了で“笑顔’'輝くキッズ コンセフトの 集合、新年度に向けての
I テーマと n標 3 平成28年度(2016)の板り逗り 新担任 レッジ含 記録3 如合オアせを行う C 園長・珪
4 祈担任の口己招介 1剌長 く年少＞合元気・勇気・やる気＊ 事にか教員の笑頷と笑い





(5/10/2017) l 訓同のデータ処理からの指摘 司会副図長 ・学年コンセプト 合 ln保育メモ 午長担．任から国外保育に
食他学年の由標庄解 （臼料配布） 発表助日者 ・年に合同保育の発表 ① (4/20) 行く際の汁意点を間われ
2 と共通唸識 2 4月の活動内谷の報化 各学年 ．令体の感想 合飼保台メモ ろJ
. 2歳児～5歳児 什長 他学年との共通理解や圏1+活て何か ②(S/9) 
0合同保育 1回目の報戸（担任） 人切てあるか、考えるきっかけと左 固1"J研修用の ［どもの感したごとの言
0合In」俣育2同nの報告（担任） った3 伯月、 1案を百I面する際もIml 両像記録、語り 葉のメモを助言C
C)助日者からの指摘と年長としての考 じ廿寺刷で行っていげるといし＼ 日々 記録，
え （オ町壬） 板りi町）、品録を人切にしていきた 月カリキュラムの提案し
3 1月のカリキュラム作成提出 し＼ （リーが一） 圏内研修の感
4 その他 想又整迎




女月カリ竹成・ ど 5月の活動報芦と 6月の活動内容 発表各学午 の課起を改めて感じます。 ［どもの t」合せ沿血 ・トからの命令で忍う保
： ｝ フォーラム製告 3 「子どもの委」と「遠案と記録」の 助言者 ために最菩を尽くす環瑳を考える (6/6) 令ができない。
捉条 年長 と、職員が つの方向性で納得し保 ・年長の活勁内容酎両(l)
4 保台教諭荏成課程研究会の報牛 台に取り糾主ないといけない（年 話合いはしてし、なし‘-
5 これからの年長の活動につし 9て 少） ・リーダーの新任への援
6 ディスカソション •前年度、どんな活社があったのか知 助配慮の汀誠はないn









(7/19/2017) 1 第 1回1剥内研 (3/21) 可会副I剃長 ・全1本の感想文 打合せメモ① ・2015・2016年度固内研修
古千期の同1人」研修 祈担任の顔合わせ・年関山椋報官 進行助門者 クラス運営しながら、他クラスの担 (8/24) 内谷を説明C
4 の振返り 2 第2同固内研 (5/10) 任の恩しヽを把握しながら、100点油点の 打合せメモ② ・年長mプロジェクト提
各学年活勘目標・年長の場合 フォローをする自にも両立も難しいと (9/6) A、タ、C
3 第 3回園内研 (6/7) カの無さを如感している謡かかいわ 中」合せメモ③ ・キッズランドのアイヂ
月カリ作）JK・フォーラム渇告 なくては、固が変わっていかない。 H分 (9/12) ディアを午長児が提案
4 第4回園内研 (7/19) の力の無さに限界を感しているC （リータ オ1合せメモ① ・年長オ1合せを拒否、園内
保育内容＝教育内容について ー） (1/10) 叫修関催がてきないJ
(1/12/2018) 1 リーダーの発表会ピテオ観察 司会副園長 •発表会ビデオ観察 10の姿の五段 ・リーダークラスの発表
古他クラスの発表ヒ 2 10の姿で評価、感加譴 進行助言者 • 10の姿で評価、恣想記述 階評価のグラ 会ビデオ祖枕翌及び評価




(3/22/2018) く第一部＞ 口1会副固長 ｛訊年間の捩逸り 感想文整珪 ・咄想記述文の呈が多い「
食3年間のほIi),J研修 1 はしめに (|剌長） 進行助言者 ・保育者同十の注悦か人切だと感じ ・次年度のクラス担任が
6 過程の振り速り 2 3年間の固内研修の辿程説明 た。 1;吾り」の時問か少なく後悔して 決まっているので、研
Cデータからわかること（助言名） いるC 修態度や音識の変化を
玄会證・研修につい C振り返りピデオを親た年長児の ・記合いの均が）辟えていくことで、 h 感しな
ての考え方 姿（担任） いの保呑観を知り「休育」というも • 10年間年長担当だった
3 小グループでの話し合し、 0)に対する亡識が変わってきている リーダーが什少児担1T










4. 哲疑応答 しゃべりを 15分一30分省空ナる。
5 講演感想文記述 保護者の対応やマナ予ごつし、ても配
まとめ(|甘長)し生） 慮する。
回 （固内研修W) 国内仙修の内容 助百者の行乃
数 テーマとねらい プログラム 発表担当 教員の感想記述内容 観寮・記録 印象的出来享・疑問点
(5/2/2018) l 質固①子どもにとって幼杵園は何 司会副固長 ］ 質問①と② 入回式 ・「哀J兄」の意味解釈
合幼柑固教育の理鮨 をするところ？②私はクラスをこん 発表功言者 2 蛤品 (i)学年間の話し合いがどこまて 誕生会 ・文援を必要とする（
1 ・現場の閑係性情築 なふうにしたい！ 時間 1 l寺開 できているか。②園内研をどのように 室内慄境 のかかわり
・園内研修7て●ーム作り 2 助云省の1月の硯察と感想 （教目指定） とらえているか‘，③教育機門に削j務寸` 子どもの安 ・壁面と!JLの配固
3 問穎ぶし (3歳児の位I) る幼椎固敦品としての意識④論論⑤ ・子どもの行動
4 諭哉（新任・ ,1,即・熟紬・フリー別） まとめと課芯
と報店 3 グJレーフ論議
4 助言者の考察
(6/6/2018) I 5/16の協会＋催の研修報内 司：： 年長担任 l 合同（呆台の状1兄報告 ハプニング ・教具の役割と五任
食教台課程の罪解 2 5月の親空報筈 兒去年長担任 2 年長合回保台一党表 保台参親 ・保忌者へのアピール
2 •他学年との情報北令 3 合同保育の状況報苫 貼間 2砧桐 3 6月の保育参硯計1曲 I、キュメンテー／］ン ・活動内容の捉え）j
・活動内容の則解 4 6月の保育参似酎両説明 （固指疋） 4 年長保育参糾にむけての恨告活動 作成 ・子どもの気片ち
5 俣育参硯に向けての活動恨告 ①流れの配布浜料虚叩、②絵本作り実 ・実践技術




(7/18/2018) 1 確認亭直・観察恨告（ハ7ーンク） 司会什叫町 1 ハプニング状況 年少介同保育 ・指導計両案の意味
食指況計画の即解 2 弟ー同保育参観の卜→ヤサンテう．19 報告助言石 2 ドキュメンテーシコン 午l|怜|9,」保育 ・子どもの気持ち
3 ・テーマとねらいの 年長・年中・年少の感想 発表年中担任 3 保育実践ビデオ 反省会 ・保育の捉えガ
音叫ミ 3 1t中保存実践ヒデオ・感想 時間 1時間半 4 ①本日の園内研修会の感想、③本日の 年中日常保育 •tll/.「と子どもりやり
4 午lい合ln保百の祖告 （片付のため） 国内研修の内容の中で、自分にあては とり
3回目、 4回目の問題点 まる肉容がありましたか？ はしヽ の 反省会 活動内容と音哲能力




6 主とめと課起 終菜式 ・1萄長の話
(8/2l/2018) 1 年少合同保育の言I画プロセス説明 司会年少杞任 1 年少言I画プロセス説明 指尊計画作成 ・指尊引画の立案
女指尊酎画と実践 2 年少合い」保育実践ピデオ観察 発表午少和行 2 実践評価 「い理と栄菱素0)たとえ＿ リーグンートの合込 ・指溝石の欠1，げ」
4 ・指屯案作成 3 実践観祭評価 時間 2時間 3 グループ諭品の個人記辿 年少合同保脊 ・指導案と活動阿容
・丈践と反省 4 グループ諭姦 (J功言者指定） 4 年少の反省又と修下ワークシート 反省会 ・助百者の｛呆台実践
5 反省・修正ワークシート・まとめ 5 I如内研修1~4国の印象的感想記述 良牛保肯 ・研修プログラム作
成
(10/10/2018) 1 はじめに・助日五から 日 司会 新 人7りし` ・ll内研1~4り）感想文 仕少合同保育ビ‘ •新手期とは（瑛境）
貪板返りと反省 2, 第 1～4同図内仙修会の整押と 助言者の意見 ・ffl帥のインタヒューについて デオ起こし ・固内研4の記録の
5 ・固内研修 1-4の結果 まとめ、感想記辿、話し合い (I時間） 岱説吋間を提供
・外祁の凸を閉< 3 エピソード作成について、調理師の 1~4固の愁忍
インタビュー、保育参観に向けて0)桔 記述分祈・記述
責他面の保育実践 成冤 外部の意見
・公開f尿育の参加促し 4 次同の研修会了＇告とまとめ 他国の保育
(12/05/2018) 1 はじめに 司会年中担任 •発表会の捉え）j 発表会リハーサ •発表会と U 常保台と
女発表会の感想 2 発表会の感想（助日者） (1時圃半） ・公園保育について ル・本番感想 のつながり
6 女公開保育筏告 3 公開保吉咽告 (3分間スピーチ） •お茶の水女子大学認応こども固のビデ 3固の公開俣存 ・感1•'+ と芙的センス
I)大使幼稚国（鈴木） オ親寮 参／j0甜告・記述 ・公開保存の捉え方
合お茶大附属忌定 2)ごナもす幼称園（沌木・権守） ビデオ親察・品 •他固のビデオ親察の
こども固ビデオ屁 3) 人道幼稚園（滝木・臼JI) 遮 まなざし
察 4 外部認定こども1栞Iビテオ硯察 ・保育日誌木提出の指
5 まとめ 摘
(01/11/2019) 1 はじめに 司会年長担任 ・溝師紐介（古木又了） 保台且認の提川 ・押事長と新年度の忍
女保育日誌フォーム 2 「大きくなあれ！ ＿分析報仏 (2貼間） •おおきくなあれ！」（2 叔児保誇者の家 状況の幣旺 定こども1栞I附設に向
7 0)問題と提案 3 感想記述 庭における記録）のデータ分析 けての話し合い
女講演 2歳児保護名 4 活し合い ・保育日誌について 保育日誌のフォ
の記述分析 5 おわりに ・学年の詰し合いの内谷 ームを提案
講師 ＼凡生
(02/12/2019) 1 はじめに 司会副園長 ・講師紹介(IJ) 保育日誌提山の ・次年度の回内研修
女保育日誌記述ギ且告 2 保育日誌0)分類分析（学年別） (1時圃 15分） ・「自分たちで与えるツール」 碓言忍 の内容検酎
8 ＊〗剛寅ナララ｀イプ 3 字仕別の分析結果叩告 ・保育日誌の記述内容についての気づき ・江市採用の対応
実践 4 保育日誌と保育者と保育 ・子どもの安の捉え方についての気づき






　This study aimed to analyze the process of an in-service professional training （PT） in the 
A-Kindergarten. The study was conducted between 2015 and 2019, and the authors were 
pedagogical advisers who planned intervention programs and a PT lecturer. Each year, the 
A-Kinder teachers were informed that their PT would be documented for two main purposes： 1） 
to improve their programs, and 2） to analyze the PT process aiming to identify the roles of 
advisers and factors which positively affected the PT process. The teachers actively documented 
their observations and reflections as part of their PT programs and were interviewed formally and 
informally. Results revealed that the dynamics between the advisers and the teachers changed in 
different ways every year, and the teachers sometimes chose to carry out their teaching using 
their own original narratives of their practice. Time was necessary for teachers to take ownership 
of PT to transform their pedagogical narratives. 
Keywords： In-service professional training （PT）, Narrative practice, transformative change, 
Professional development advisers, ethnographic approach
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The Transformative Change of in-service professional trainings to improve the practices 
in a kindergarten
─An Analysis on narrative practice over four years
UCHIDA Chiharu, SATOH Kiyo
